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§１．研究成果の概要 

 
 本研究では、言語情報に関する事前知識を活用し、高精度な音声認識システムを構築する手法

の開発に取り組んでいる。一般的に、深層学習技術を用いた音声認識の学習には、大量の教師

データ（音声発話とその書き起こし文）を必要とする。これに対し、当年度では、「文字」や「単語」と

いった文の構成単位に着目し、出力文を段階的に推定する手法を検討することで、音声認識性能

を向上することを試みた。 

 提案手法は、モデルの中間層に対して補助的な損失を適用し、音声認識の学習を行う。このとき、

入力に近い層からは文字といった細かい単位、出力に近い層からは単語といった粗い単位の系列

が予測されるようにモデルを学習する。出力文の単位を段階的に上げることで、入力音声から出力

文への変換過程が効果的に学習されることを期待する。英語音声認識タスクにおいて単語誤り率

を評価した結果、提案手法により既存モデルよりも高い性能が得られることを確認した。また、発話

スタイルやデータ量に依らず、提案モデルが有効であることを示した。 

 本研究成果は音声処理分野の国際会議 IEEE International Conference on Acoustics, Speech 

and Signal Processing (ICASSP2022) に採択された。 
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